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第３回ＷＷＬ研究大会・第 31回高校教育研究協議会ご案内 

  
晩秋の候，皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
さて，本学附属高等学校は 5年間の SGH校の指定を終え，2019 年度より文部科学省ＷＷＬ（ワール

ド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業（以下「WWL 事業」という）における拠点校
に指定され（管理機関は金沢大学），今年は指定最終年度となりました。WWL事業においては，北陸圏
域における先進的な取組みを行っている高校や，先端的な技術を活用し，事業展開している企業，海外
のトップレベルの高校などにより持続的なネットワーク（「北陸ＡＬネットワーク」）を構築し，北陸圏
域における「持続可能な世界を実現し，Society5.0 を牽引するグローバル・リーダーの育成」を目的と
して事業を展開しています。 
一方では，高等学校において来年度から新しい教育課程が実施となり，その準備もまた喫緊の課題で

あり，本校にはその準備の一翼を担う責務があります。 
以上を踏まえ，ＷＷＬ事業の総括ならびに，新しい教育課程実施にむけての実践発表として，下記の

とおり第３回ＷＷＬ研究大会・第 31回高校教育研究協議会を開催いたします。 
つきましては，公務ご多忙の折とは存じますが，多数の皆様にご参加をいただき，今後の教育につい

て皆様と共有する機会といたしたく，ご案内申し上げます。 
 

記 
 

１．主  催 金沢大学 金沢大学附属高等学校 
２．日  時 令和 3年 11 月 20日（土）【英語科は 11月 21 日（日）】 
３．会  場 今回はオンライン（Zoom）で行います。 
４．主  題 「新しい教育課程」 
５．プログラム 
    （9：00 より Zoom 接続開始予定） 
  ・全体会（開会挨拶並びにＷＷＬ事業の総括）      9：30～10：30 
  ・休憩                 10：30～10：45 
  ・研究協議会              10：45～12：15 
    【英語科は 11月 21 日（日）10:30～12:00】 
６．実施方法 
 国語・地歴・数学・英語については，あらかじめ授業動画を YouTubeに載せておきます。参加される
方は，授業動画を事前に視聴していただき，研究協議会に参加してください。 
 理科については，研究協議会の時間にワークショップを行います。 
 
 
 



 
 

７．研究協議会（授業内容等） 

教科 
（科目） 授業者 助言者 内容 

国語 金森 久貴 

飯島 洋 
（金沢大学人間社
会研究域学校教育

系） 

国語総合の授業で行っている評論文の並行読書を通して，
生徒自身が筆者のものの見方・考え方を読み取ることがで
きるような授業手法を考える。生徒一人一人が活動に主体
的にかかわる場面を増やすことを目的として，ジグソーの
手法を用いて授業を構成する。生徒の個々の学びの到達度
を測るための工夫をどのように行うことができるかという
ことを課題とした授業を行う。 

地歴 
(歴史総合) 塚田 章裕 

川島 啓一 
（同志社中学校・

高等学校） 

歴史総合の授業は，単純に日本史と世界史を足して２で割
ったものではない。『「指導と評価の一体化」のための学習
評価に関する参考資料』が発表され，教科書・補助教材の
見本が届いたものの，まだまだ歴史総合の授業の具体的な
イメージがわかないという意見も聞く。 
今回は，学習指導要領の『近代化と私たち』「近代化と現
代的な諸課題」のうち，「自由・制限」の授業を行う。 

数学 外山 康平 
大谷 実 

(金沢大学教職大
学院) 

新学習指導要領で導入される統計的な推測の授業を行う。
「選挙の出口調査における「当選確実」はどのような意味な
のか」，をテーマに母比率の推定を扱う。加えて，この授業
までに扱ってきた統計的な推測の授業に関する生徒の評価
をもとに，今後の指導に向けた示唆を得ることを目的とす
る。 

理科 渡會 兼也 
関戸 暢 

（石川県教員総合
研修センター） 

新学習指導要領の理科では，「見いだして理解する」という
文言が加わった単元がある。これは現状の高校での実験不
足を解消し，アクティブ・ラーニングへの転換を現場に要求
したメッセージである。研究大会では，この「見いだして理
解する」の意味を考え，この文言に沿った理科の授業を作る
ためのワークショップを実施する予定である。 

英語 真木 啓生 
（英語科一同） 

三仙 真也 
（福井県立藤島高

等学校） 

新学習指導要領における「英語コミュニケーション」と「論
理・表現」それぞれの指導の在り方を見据え，ディベート活
動とその評価を実践し，教育効果を最大化するカリキュラ
ム開発の一案を提示する。本校英語科の取り組みをたたき
台として，言語活動のこれからについて議論することをね
らいとする。 

 

８．参加申し込み（参加費不要） 
11 月 16日（火）までに下記URLもしくは右のQRコードから，フォー
ムにてお申し込み下さい。 
11 月 17 日（水）までに授業動画のアドレスと Zoom ミーティング参加
URLなどをメールでお知らせします。 
https://forms.gle/VruF8Gok8cBXT2nr8 

 
９．その他 

11 月 19日（金）13:30から本校の生徒による「探究発表会」（ポスターセッション）を本校で開催し
ます。 
対面で行うため，見学は県内在住の方に限らせていただきます。 
見学のお申し込みは，上記QR コードからフォームにてお申し込み下さい。 
 
◎ 問い合わせ先 金沢大学附属高等学校 研究企画部 

〒921-8105  金沢市平和町 1 丁目 1 番 15 号 
TEL （076）226-2154 FAX （076）226-2150 
E-mail  ysumaki@adm.kanazawa-u.ac.jp 


